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■関連する主な事業 （単位：千円）

太字：主要事業

③ 公園施設長寿命化事業
2,000 東野公園において健康遊具の更新を実施し、施設の長寿命化を図るとともに、

自然豊かな環境の中で子どもから高齢者までが気軽に体を動かし、健康運動を
楽しめる公園の特性を高めることができた。2,000

② 住宅取得支援事業
5,000 居住誘導区域内に新たに住宅を取得し、居住誘導区域外から転居した住宅取

得者に対し、20件の補助金を交付することで、まちなかへの居住誘導及び定住
促進につなげることができた。4,984

② 地籍調査事業
9,700 一筆地測量等を継続して進めたことにより公共工事やまちづくりの迅速化、災害

時の復旧振興事業の円滑な実施等に寄与することができた。9,615

施策
の方向

事業名
上段：予算額

実績・成果等
下段：決算額

①
都市マスタープラン等策定事
業

6,451 次期都市マスタープランの策定等に向け、計画策定等の基本的な考え方を取り
まとめるとともに、市民意向調査や亀山市都市計画審議会での意見聴取等を経
て、次期計画の課題と方向性を取りまとめた。6,395

目指す姿 市民が、魅力的な都市空間のもと、都市機能を効率的・効果的に利活用し、安全で快適に暮らしています。

関連する分野別計画 亀山市都市マスタープラン、亀山市景観計画

基本施策に関連する
ＳＤＧｓのゴール

ＳＤＧｓ推進の考察
居住誘導や地籍調査、公園遊具の更新を通じて、まちづくりの基盤強化が図れた。都市マスタープランについて、
今後は諮問やパブリックコメントによる意見を踏まえ、確実な計画策定を推進する。

令和７年度 施策評価シート

施策の大綱 １．快適さを支える生活基盤の向上 評価担当者

基本施策 （１） 魅力的な都市空間の形成 建設部長　大西　明広
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■市民アンケート調査

■施策推進　[施策の方向]
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今後の展開方針

計画的な土地利用の推進については、次期都市マスタープラン及び立地適正化計画の課題と方向性を具現化するため、確実な計画策定を
進める。その際は、第３次総合計画の都市空間形成と土地利用の方針に則した実効性の高い計画としていくとともに、亀山駅周辺における新
庁舎整備及びかわまちづくり計画との整合を図り、既存市街地の再生と道路、公園等の面的整備の検討を進める。また、新たな土地利用が
見込まれる北東部の国道３０６号沿道や、鈴鹿亀山道路のインターチェンジ周辺といった地域について、暮らしやすさや都市活力の向上に向
け、農業上の土地利用との調整を図りつつ、都市的な土地利用についても検討を行う。活力ある市街地の形成については、住宅取得支援を
更に推進し、居住誘導区域への人口流入と定住促進を継続的に図る。あわせて、まちづくりの基盤となる地籍調査を継続し、公共工事の迅速
化や災害時における復旧振興事業の円滑化を図る。安らぎのある都市の形成については、公園施設の計画的な更新・維持管理を行い、幅広
い世代が安全かつ快適に利用できる環境を維持・向上させる。これらの施策を持続可能で活力ある都市環境の構築へ向けて取り組んでいく。

総合評価
計画的な土地利用の推進では、次期都市マスタープラン及び立地適正化計画の策定に向け、市民意向調査や審議
会での意見聴取等を経て課題と方向性を取りまとめるなど、令和8年度の策定に向けた基盤づくりを進めることができ
た。活力ある市街地の形成では、地籍調査の継続によるまちづくりの迅速化に加え、住宅取得支援事業により居住誘
導区域内へ20件の転居・取得を促したことで、まちなかへの居住誘導と定住促進を図ることができた。安らぎのある都
市の形成では、東野公園の健康遊具更新により、幅広い世代が健康運動を楽しめる環境を整え、公園施設の長寿命
化と機能の充実を図ることができた。また、成果指標においては、新たに指定した用途地域の地区数が、みずきが丘地
区とアイリス地区が追加されたことで目標（4地区）を達成できた。今後は、次期マスタープランの策定完了と、更なる都
市機能・居住の誘導、公園施設の計画的な更新、景観まちづくりの推進が必要である。

Ｂ
まずまず進んだ

安らぎのある都市の形成
東野公園の遊具を更新し、公園機能の充実を図った。また、景観計画に基づき、地域の良好な
景観形成を図った。今後も公園施設の更新や、景観まちづくりの推進を図る。

施策の方向 施策推進に関する考察

計画的な土地利用の推進
第３次総合計画の「都市空間形成と土地利用の方針」の具現化を図るため、令和８年度における
都市マスタープランの策定等に向けた取り組みを進めた。

活力ある市街地の形成 
住宅取得支援や地籍調査を推進するなど、市街地の活性化を図った。今後も市街地への居住
及び都市機能の誘導を推進する。

4 公園・広場・緑地が充実している
重要度 0.99 1.15 1.08

満足度 0.19 0.21 0.23

🔺0.60 ▲0.72

3 美しいまちなみや景観がつくられている
重要度 0.93 1.01 0.98

満足度 ▲ 0.36 🔺0.18 ▲0.23

0.90 調査項目全般において、重要度及び満足度は横
ばい状態である。調査項目１については、満足度
が下がっており、駅周辺整備から2年が経過し、更
に利便性の向上が求められていると推察される。
また、調査項目2及び3については、満足度が低
く、魅力的なまちづくりの推進に向け、更なる取り組
みが必要である。調査項目4については、公園の
遊具を更新し、公園機能の充実が図れたことによ
り満足度が上昇したと推察される。

満足度 ▲ 0.99 0.63 0.29

項目
現状値
[R2]

１次
[R5]

２次
[R6]

市民アンケートの考察
（令和6年度施策評価内容を参考記載）

1 亀山駅とその周辺が整備されている
重要度 0.90 0.98

2 魅力的な市街地が形成されている
重要度 0.90 1.01 1.01

満足度 ▲ 1.03

2 4 4

新たに指定した景観形成重点・推進地区
の地区数（累計）

地区 ー ー 0 0 0

新たに指定した用途地域の地区数（累計） 地区 ー ー 1 2

0 2

指標 現状値
実績値

目標値
単位 R4 R5 R6 R7


